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諏訪地域  湿害対策手引書  

１  は じ め に  

諏訪農業農村支援センターでは、重点活動「諏訪ブランド農産物を支える担い手の育

成」(令和２～４年度)にて、新規就農者８名の課題解決を支援しました。 

この活動を通して確認できたことは、多くの新規就農者の苦労している課題が、「湿害

対策」であるということでした。そこで、新規就農者ほ場の調査を実施した上で、対策

技術の導入指導を行い、この活動のまとめとして本手引書を作成しました。 

 本手引書によって、新規就農者の皆様が野菜や花きの安定生産に向けた適切な湿害対

策を講じるための参考になれば幸いです。 

 

水田で園芸作物を栽培する上では、湿害対策が重要となりますが、対策技術を講じる

だけではカバーしきれない場合もあります。まずは、下記の注意点を参考に就農予定地

の市町村やＪＡ等とよく相談して、積極的に農地選びを行うことをお勧めします。 

 

農 地 の 利 活 用 の 注 意 点  

・農地を買ったり、借りたりするには、農地に関する法律に基づき、市町村農業委員会

の許可等が必要。 

・研修中の場合は受入農家や市町村、ＪＡ等の協力を得て早めに農地を探す。農地は就

農時に取得する。 

・ハウス等施設の設置や宿根性作物(アスパラガス)や花木、果樹を新植する場合は、地主

から返還を求められる場合も考え、慎重に検討する。 

・ほ場条件、周囲の環境を十分にチェックすること。 

※詳細は県が発行している就農準備資料「農活信州」をご確認ください。 
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２  湿 害 と は  

（ １ ） 湿 害 の 定 義  

土壌中の過剰水分に基づく土壌の空気不足に起因して、作物が生育障害を起こす現象。 

 現地では、ブロッコリーほ場でのうね間の滞水(写真１)、湿害によるレタスの生育不良

（写真２）、排水不良等によるブロッコリー根こぶ病の発生(写真３)、トルコギキョウの

生育不良(写真４)の発生等が見られている。 

 

  湿害や排水不良の例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真１ ブロッコリーほ場うね間の滞水   写真２ レタスの生育不良(写真手前) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ ブロッコリー根こぶ病の発生     写真４ トルコギキョウの生育不良 

 

（ ２ ） 湿 害 対 策 の 目 的  

  ア 野菜や花き等の生育環境の改善 

  →特に水田転換畑で、野菜や花き等を栽培する場合に、排水不良による生育障害が 

発生しやすい。 

   近年、局地的な大雨等、集中豪雨が頻発し、湿害が発生しやすいため対応が必要。 

  イ 作業性の改善 

  →うね間等ほ場内滞水を防ぎ、管理作業機械の乗り入れ等の作業性を改善する。 
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３  水 田 と 畑 の 特 徴 、 水 田 転 換 畑 で の 排 水 不 良 の 原 因 つ い て  

（ １ ） 水 田 と 畑 の 違 い  

 水 田  

・畦畔で囲まれ、均平で、水口(水尻)が  
あり、水を溜める構造である(写真５)。 
 

 畑 地  

・畦畔は特になく、傾斜があるものもあり、
水はけがよい構造である(写真６)。 
 

 

写真５ 水田の例 

 

写真６ 畑の例 

 

透 水 性     小さい 

地下水位     高 い 

排 水 性     不 良 

 

 

透 水 性     大きい 

地下水位     低 い 

排 水 性      良 

 

 

（ ２ ） 水 田 転 換 畑 で の 排 水 不 良 の 原 因  

下の表に記載の原因によって、排水不良は発生する。下記の原因が複合しているほ場も見られる。 

表１ 水田転換畑の過湿原因   （農業技術体系土壌肥料４巻 野口 一部加筆) 

状 況 原 因 

押水 
傾斜地の水田地帯で上位ほ場からの地下浸透水が境界土手を 

通って下位のほ場に侵入。 

高地下水位 
地下水位が高いため過湿になるほ場で、干拓地や平坦な低湿地

に多い。 

湧水 
山間地域でみられ、湧水の位置、量が過湿の程度に影響する。 

ブル盤 
基盤整備事業の際のブルドーザ踏圧により形成した圧密層が 

不透水層となり過湿となる。 

土壌の難透水性 
強粘土の土壌地帯で、土壌そのものの難透水性が原因となり 

過湿となる。 
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４  湿 害 対 策 の 考 え 方  

（ １ ） 排 水 方 法 の 分 類  

排水方法は、「地表で水を排除する方法(＝地表排水)」と「地下に浸透させて地下水

として排除する方法(＝地下排水)」がある。重要なことは、どこに排水するかである。 

地表排水が排水の多くを占め、近年の長雨や局所的な降雨が降る環境条件では、  

速やかに水を排除することが特に重要である。 

地下では水の移動が非常に遅い。水田では、畑地に比較して透水性が小さいので、 

地下水として排除する方法は特に能率が悪い。下の図の事例では、地表排水が排水量

の 70％以上を担い、地下排水は 30％以下になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 地表と地下の排水量 

(出典：農研機構・中央農業総合研究センター北陸研究センター) 

 

（２）湿害対策（排水性改善）の手順 

まず、ほ場周辺からの漏水や湧水について対応し、その次に、地表排水としてできる

だけ多量の過剰な水を排除する。その後、地表で排除できない水を地下で排除する(図２)。 

実際では、ほ場周辺及びほ場内の観察や土壌断面調査(耕盤や礫の有無の確認等)を行

なうと良い。 

 
 

図２ 排水性改善の基本的な流れ 
 

※詳細は、「ほ場周辺やほ場内の状況確認項目  チェックシート」(P.8)を参照。  
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５  対 策 技 術 に つ い て  

（ １ ）地 表排水 技術  

ア  額 縁 明 渠
が く ぶ ち め い き ょ

 

・ 額 縁 明 渠 は 、 畦 畔 に 沿 っ て 掘 っ た  

排 水 溝 。 地 表 排 水 の 基 本 、 必 須 の  

技 術 で あ る （ 図 ３ ）。  

・ 管 理 機 や 溝 堀 機 等 を 使 用 し て 20～  

30 ㎝ の 深 さ で 、 確 実 に 落 水 口 (排 水   

口 )に つ な ぐ よ う 施 工 す る 。  

・ 大 区 画 ほ 場 や 粘 土 質 土 壌 で 排 水 条 件 が 悪 い ほ 場 で は 、 ほ 場 内 に も 溝 を 作 る と 、

効 果 的 に 排 水 が で き る 。  

※ ほ 場 の 表 面 水 を 少 し で も 早 く 除 去 し 、 次 の 作 業 （ う ね 立 て 等 ） を 円 滑 に す る  

た め 、額 縁 明 渠 は 前 作 が 終 わ っ た ら 極 力 す ぐ に 行 う こ と（ 乾 き ぐ せ を つ け る ）。 

よ く あ る 失 敗 例  

例 １  深 さ が 足 り な い （ 図 ４ ）  

 明 渠 は 耕 盤 よ り 深 く 掘 る の が 基 本 だ

が 、深 さ が 不 十 分 な ほ 場 も あ る 。排 水 が   

上 手 く い か ず 、明 渠 か ら ほ 場 内 に 水 が 浸

透 す る 恐 れ も あ る 。  

 一 般 的 な ロ ー タ リ ー 耕 の 場 合 、掘 削 の

精 度 を 考 え る と 20 ㎝ を 目 標 と す る 。 な

お 、 補 助
ほ じ ょ

暗 渠
あ ん き ょ

を 明 渠 に 接 続 す る 場 合 は 、

少 な く と も 30 ㎝ ほ ど 掘 削 す る 。  

 

例２ 溝に起伏があり、途中で水が溜まる（図５） 

 当 然 で あ る が 、水 は 高 い と こ ろ か ら 低

い と こ ろ に 流 れ る 。し た が っ て 、明 渠 は

一 番 低 い 排 水 口 に 向 か っ て ス ム ー ズ に

つ な が っ て い な い と い け な い 。  

 特 に 明 渠 は 角 の 部 分 が 浅 く な り や す

い こ と を 意 識 し な が ら 、丁 寧 な 作 業 を 心

が け る 。浅 く な る 場 合 は 、手 作 業 で 掘 り

起 こ す こ と も 必 要 で あ る 。  

 

例 ３  排 水 口 が 明 渠 よ り も 高 い （ 図 ６ ）  

 明 渠 と 排 水 口 を し っ か り と つ な げ る

こ と が 大 事 で あ る 。し か し 、こ の ２ つ の

間 に 溝 が 掘 ら れ て い な い と い っ た 場 合

も 見 ら れ る 。ま た 、水 稲 栽 培 用 に 設 置 さ

れ た 排 水 口 は 、 ほ 場 面 か ら 10～ 15 ㎝ の

深 さ し か な い 場 合 も あ る 。  

 水 が 溜 ま る ほ 場 で は 、排 水 口 を 明 渠 の

底 よ り 深 く 、 で き れ ば 30 ㎝ 以 上 深 く 掘  

り 直 す 必 要 が あ る 。  

○排水口が深い ✕排水口が浅い 

明渠の水がうまく排出 水は完全に抜けず、 
明渠の中に溜まる 

○明渠が深い ✕明渠が浅い 

表面の水と染み込んで耕盤で止まった 

水は、横方向へ流れ、明渠に流れ出る 

明渠が機能せず、水が溜まる 

耕盤 

排水口 

○明渠の深さが均一 ✕明渠の深さが不均一 

途中で浅い部分があると 
水はせき止められる 

深さが一定なら、 
水はスムーズに流れる 

図３ ほ場内の明渠施工例  提供（株）クボタ 

図４ 深さが足りない 

図５ 溝に起伏があり、途中で水が溜まる 

図６ 排水口が明渠よりも高い 
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イ  高 う ね  

・ 地 下 水 位 か ら の 距 離 を 確 保 し て 、 湿 害   

を 防 ぐ 技 術 （ 写 真 ７ ）。  

・ う ね 立 て る 作 業 は 、 ロ ー タ リ ー 成 型 機  

 や 管 理 機 を 使 用 す る 。  

 １ 条 植 え 18～ 20 ㎝ 程 度 。  

 ２ 条 植 え 20～ 30 ㎝ 程 度 。  

・ う ね 間 と 額 縁 明 渠 を 確 実 に 繋 い で 、   

う ね 間 の 湛 水 を 速 や か に 排 除 す る 。  

・ う ね が 長 い 場 合 は 途 中 で う ね を 切 り 、  

額 縁 明 渠 に 繋 ぐ よ う に 施 工 す る 。  

・ う ね と 排 水 溝 の 落 差 が 大 き い ほ ど 効 果  

的 で あ る 。  

 

【 平 高 う ね マ ル チ 栽 培 】  

・う ね を 25 ㎝ 程 度 の 平 高 に し 、マ ル チ を  

被 覆 す る （ 写 真 ８ ）。  

・ ブ ロ ッ コ リ ー 栽 培 で 試 験 的 に 導 入 し て  

い る 。  

ウ  ほ 場 均 平 、 ほ 場 傾 斜  

・ ほ 場 に く ぼ み が あ る と 、 過 湿 に な り や す い 。 野 菜 畑 で は 中 央 が や や 高 い カ マ   

ボ コ 形 や 片 方 に 傾 斜 を つ け て 、排 水 性 能 向 上 を 図 っ て い る 場 合 が あ る 。こ れ ら は

農 業 土 木 的 に ほ 場 整 備 の 段 階 で 計 画 的 に 実 施 し て い な い と 難 し い 。し か し 、簡 易

的 に は ト ラ ク タ 直 装 型 リ ア グ レ ー ダ が 用 い ら れ た 作 土 の 移 動 が な さ れ て お り 、

大 規 模 ほ 場 で は ト ラ ク タ け ん 引 式 レ ー ザ ー レ ベ ラ が 使 用 さ れ て い る 。 レ ー ザ ー

レ ベ ラ を 用 い る と 小 中 規 模 の ほ 場 区 画 を ま と め て 大 き く し 、 機 械 作 業 効 率 の 向

上 を 狙 う こ と も で き る 。  

 

エ  ビニールハウス内への雨水等の浸水防止 

・ 前 項 を 参 照 に ハ ウ ス 周 囲 に 明 渠 を 施 工 し た 上 で 、

ハ ウ ス 間 に マ ル チ や 防 草 シ ー ト な ど の 不 透 水 性

シ ー ト を 展 張 し 、 雨 水 の 浸 透 を 防 ぐ 。  

・ ハ ウ ス 内 の 周 辺 部 に 波 板 を 埋 め 込 む こ と に よ っ

て 、外 部 か ら の 雨 水 の 流 入 を 防 ぐ こ と も 有 効 な 対

策 手 段 で あ る 。  

・長 年 作 付 け を し て い る ハ ウ ス で は 、ト ラ ク タ に よ

り 土 壌 が 偏 り 高 低 が 生 じ 、窪 ん だ と こ ろ で 滞 水 し

湿 害 の 原 因 と な る こ と が あ る 。ト ラ ク タ の 逆 転 ロ

ー タ リ ー 等 に よ っ て ほ 場 が 均 平 に な る よ う 心 が

け る 。  

 

 

 

 

 

写真９ ハウス間の不透水性シート 

 

 

写真10 ハウス内へ波板の埋め込み 

写真７ 高うね（ブロッコリーほ場） 

写真８ 平高うねマルチ（ブロッコリーほ場） 
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（２）地 下排水 技術  

ア  耕 盤
こ う ば ん

破 砕
は さ い

 (補 助
ほ じ ょ

暗 渠
あ ん き ょ

) 

・ 長 年 ト ラ ク タ の ロ ー タ リ ー な ど で 耕 う ん を 続 け て い る と 、 作 土 直 下 に 非 常 に 緻

密 な 圧 密 層 (耕 盤 )が 形 成 さ れ る（ 図 ７ ）。 通 常 、作 物 の 根 は 土 壌 の 硬 さ が 緻 密 度

で 24 ㎜ を 超 え る と 根 の 伸 長 が 困 難 に な る と さ れ る 。 そ れ と と も に 透 水 が 低 下

(不 透 水 層 の 形 成 )し 、作 物 の 生 育 が 著 し く 不 良 に な る 。耕 盤 破 砕 は 、こ の 耕 盤 を

破 砕 す る 技 術 で あ り 、透 水 性 の 改 善 だ け で な く 根 域 の 確 保 に も つ な が る 。ま た 、

耕 盤 よ り 下 に あ る 心 土 層 ま で を 破 砕 す る こ と を 心 土 破 砕 と い う 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 耕 盤 破 砕 で は サ ブ ソ イ ラ 、 深 耕 ロ ー タ リ ー 、 深 耕 プ ラ ウ 等 を 使 用 す る 。 サ ブ ソ

イ ラ は 本 来 、 本 暗 渠 施 工 済 み の 圃 場 に 使 用 す る の が 原 則 で あ る 。 し か し 、 額 縁

明 渠 の 底 か ら 施 工 す る と 、 暗 渠 が 十 分 機 能 し て い な い 場 合 で も 額 縁 明 渠 の 深 さ

ま で は 排 水 で き る こ と に な る と と も に 、 耕 盤 破 砕 の 意 味 も 大 き い 。  

・ サ ブ ソ イ ラ に は 、 ウ ィ ン グ や 弾 丸 と い っ た 追 加 装 備 が あ る 。 ウ ィ ン グ を 装 着 す

る と 心 土 破 砕 範 囲 を 広 げ る こ と が で き 、弾 丸 を 装 着 す る と 、簡 易 的 な 暗 渠 (補 助

暗 渠 )の 施 工 が で き る 。  

イ  深 耕  

・ 深 さ 20 ㎝ ～ 40 ㎝ 程 度 を 起 こ し て 、 作 土 の 拡 大 と 浸 透 性 の 向 上 を 図 る 技 術 。   

深 耕 プ ラ ウ や 深 耕 ロ ー タ リ ー 等 を 使 用 す る 。 な お 、 通 常 の ロ ー タ リ ー 耕 の 範 囲

は 、 深 さ 15 ㎝ 程 度 で あ る 。  

ウ  そ の 他  

農 業 土 木 的 な 取 組 （ 暗 渠 排 水 工 事 ）  
地 下 へ 暗 渠 排 水 管 を 設 置 し 、 地 下 透 水 を 改 善 す る 方 法 。  

隣 接 地 か ら の 水 の 侵 入 防 止 も 重 要  
雨 水 だ け で な く 、用 水 路 、隣 接 圃 場 、道

路 、 畦 畔 か ら の 流 れ 込 み や 排 水 路 水 位 の

上 昇（ 逆 流 の 有 無 ）を 観 察 す る こ と も 重 要

で あ る 。そ の 中 で は 、用 水 路 の 改 修 や 排 水

路 の 底 に 堆 積 し た 土 石 の 除 去 に は 地 域 と

連 携 す る 必 要 が 生 じ る 場 合 が あ る こ と に

留 意 す る 。  

ほ 場 周 囲 か ら の 水 の 侵 入 リ ス ク が あ る

場 合 は 、 不 耕 起 地 帯 (耕 起 し な い 地 帯 )を

設 置 す る （ 図 ８ ）。  

 

図７ 土壌断面の模式図 

耕耘された土壌上部で、柔らかく有機物が多く養分に富む土層 

一般に作土層に比べて緻密で養分が乏しい 

作土の直下に非常に緻密な圧密層 

図８ 不耕起地帯のイメージ 
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６  ほ場 周辺や ほ場内の 状況確 認項目  チェッ クシート  

作 付 け 予 定 ほ 場 で 調 べ て み ま し ょ う  

 

（１）ほ 場周辺 の確認項 目  

➀作付予定ほ場の湛水田 
との隣接状況 

隣接していない   隣接している 
 

②用水からの漏水状況 漏水はない     漏水している 
 

③道路からの雨水の流入の 
可能性 

流入はない     流入の可能性あり 
 

 その他確認項目 

・ ほ 場 立 地 条 件 の 把 握  

低湿地・谷部の場合は、耕盤破砕で湧水発生のリスクあり。 

 ・ 農 地 の 地 目 は 、 畑 か ？ 水 田 か ？  

畑と水田で基盤整備の方法が異なり、地下に石礫が多いことがある。 

 ・ 前 作 の 生 育 状 況 の 様 子  

  生育不良個所の有無を確認（生育不良がある場合は土壌断面調査を検討）。 

（２）ほ場内の確認項目 
調査項目 

（□を調査、記入） 
対策 施工方法 

（選択） 

➀田面から排水口底面までの落差       ㎝ 

 

 

 

②田面から排水路の水面までの落差      ㎝ 

 

 

 

 

 

③礫層の田面からの出現位置             ㎝ 

（土壌断面調査・検土杖等で確認） 

 

 

 

 

 

④本暗渠の敷設（あり、なし） 

  

※具体的な施工方法は次のページに掲載。C～Ｅの場合でも、高うねの導入を検討する。 

不耕起
地帯を
作る 

(畦畔を割って) 
深い排水口を施工 

徹底した地表排水 
額縁明渠・高うね 

額縁明渠 
+サブソイラ 

(斜めがけ・礫層まで) 

額縁明渠 
+サブソイラ 

(斜めがけ) 

額縁明渠 
+(排水桝) 
+サブソイラ 

営農排水困難 
ほ場の変更 

30 ㎝以上あるか 

はい いいえ 

畦畔を割って排水口を 

作れるか 

いいえ 40 ㎝以上あるか 

はい いいえ はい 

０～40 ㎝の間 

40 ㎝以下またはない 

あり 

なし 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｅ 

Ｄ 



９ 

 

施工方法 平 面 図  側 面 図  

Ａ  

  

Ｂ  

  

Ｃ  

  

Ｄ  

  

Ｅ  
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７  参 考 情 報  

（ １ ） 土 壌 断 面 調 査 に つ い て  

目的及び調査方法 

地下の土壌状態（耕盤や礫の有無、地下水位など）を把握するために行う。石礫の多い圃場

では使用できない地下排水用作業機があるため、排水不良の原因を探る必要がある。 

  ほ場中央部の平均的なところに 50～60 ㎝の穴を掘って簡単な断面調査を行う。 

 【調査手順】 
① 穴を掘る  （横 100 ㎝程度、縦 50～60 ㎝） 階段状に穴を掘ると作業がしやすい 

② 断面を整える 

③ 作土層と作土下の層(幅)を確認(記録)する 

④ 土色・土性・硬度(緻密度)・礫の有無や量等を確認(記録)する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ２ ） 土 壌 断 面 調 査 で 用 い る 項 目 例  

➀土色と腐植含量 

色 腐植含量 

黒味がない 1％以下 

少し黒味がある 数％程度 

かなり黒味がある 5％程度 

黒に近い褐色 10％程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お も な 確 認 ポ イ ン ト  
□作土の厚さは？ … 一般的には 15～20 ㎝ 

□土壌硬度は？ 

  親指が容易に押し込める深さは何㎝までか？ 

□礫の有無、量は？ 

□湧水の有無は？（降雨直後に見る） 

□地下水位の位置は？ 

  断面が青灰色になっていないか確認する。 

・「土壌硬度が高い」 
 → 堆肥・有機物投入(土壌団粒化の促進)を検討。 

土壌硬度の改善 
・「耕盤が発達している」 

 → 耕盤破砕の検討。土壌の透水性・通気性の改善 
（礫や湧水の発生があれば別途検討必要） 

・「作土層が浅い」 
 → 深耕の検討。土層の深さ改善。 

調査の結果・・・ 

③土性の種類と粘土含量 

土性 粘土含量 指先の触感など 

砂土(S) 12.5%以下 
ざらざらとほとんど砂だけの感じで、ねばり気を全く感じない。 
かたまりや棒状にならない。 

砂壌土(SL) 12.5～25.0％ 
大部分砂の感じ(全体の1/3～2/3)でわずかに粘土を感じる。 
まるまるが、棒状にはできない。 

壌土(L) 25.0～37.5％ 砂と粘土が同じくらいに感じられる。鉛筆くらいの太さにできる。 

埴壌土(CL) 37.5～50.0％ 
わずかに砂を感じるが、大部分粘土でかなりねばる。 
マッチ棒くらいの太さにできる。 

埴土(C) 50.0％以上 
ほとんど砂を感じないでヌルヌルした粘土の感じが強い。 
コヨリのように細くできる。 

 ※透水性…砂土：極めて良、砂壌土：極めて良～良、壌土：良、埴壌土：普通、埴土：不良 

②土壌の硬さの区分 

硬さの区分 親指で押したときのへこみの程度 
土壌硬度計の読み 

(㎜) 

軟らかい(疎) 指がたやすく土層内へ入る ～18 

普通(中) はっきりと指のあとが容易にできる 19～24 

硬い(密) 指のあとがわずかにしか残らない 25～28 

ごく硬い(極密) 指のあとが残らない 29～ 

 ※一般の作物の根が十分に伸長できる緻密度は 20 ㎜以下。 

 

図９ 実際の土壌断面の様子 

作土  

耕盤  

心土  
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（ ３ ） 主 な 排 水 改 善 機 器 の 紹 介  

ア 地表排水対策 

管理機（簡易な方法） 
 管理作業全般で使用できる機械。溝堀り、うね立て、培土作業等で使用する。 

溝堀機 
 額縁明渠等の排水溝を施工する機械。トラクタへ取り付けて使用する。 
 プラウ型、ロータリ型、オーガ型がある。 

うね立て機 
 高うねを形成する際に使用する機械。 
 トラクタへ取り付けるタイプと自走タイプがある（写真 11）。 

 

グレーダー 
 均平機の一種で、圃場の均平、表土の削り取り等に使用される乗用トラクター用作業機である。 

トラクターの後方に装着するものをリアグレーダーと言い、前方に装着するフロントグレーダ
ーと区別して用いる。 

イ 地下排水対策 

サブソイラ 
作土層下の硬盤を破砕するための作業機。下層土が表層に上がらない。 

 ナイフをけん引して、耕盤などの緻密な層を線状に破壊して多くの亀裂を 
作り、排水性や通気性を改善する。サブソイラに弾丸をつけて、耕盤破砕と 
弾丸暗渠の施工を同時に行うのが一般的（写真 12）。 
プラソイラ 

耕盤破砕と同時に部分的に下層土を表層に持ちあげる効果がある。 
標準耕深 30～60 ㎝。 

カットブレーカー 
・土壌タイプを選ばずサブソイラ等従来の心土破砕機よりも広く深く破砕 

できる（写真 13）。 
・下端幅 10cm、上端幅最大 80cm となる V 字状に破砕した 1～3 連の溝を 

構築する。 
【注意点】 

・石礫が５％以上含まれるほ場では効果が低く、５％未満ではあるが直径
30㎝を 超える巨礫が含まれるほ場、埋木があるほ場では使用できない。 

・破砕強度が強いため、少なくとも３年以内に復田するほ場への施工は望
ましくないとされる。 

深耕プラウ 
・標準プラウより深く耕ことが可能なプラウ。 
・プラウは、下層の土を表面に出し、表面の土、草、わらを埋没させる反転効果と、土を砕いて生育

に適した大きさにする破砕効果がある。 
・反転効果によって表面の雑草や過剰養分、病原菌などは下層に埋没し、下層土が表層に現れる。 
・破砕効果によって土層は適度な粗さになり、空気を含みやすく、排水も向上する。 
・一般的に、標準ロータリーよりも深く耕起できる。 

深耕ロータリー 
標準ロータリーと異なり、深耕することが可能なロータリー。耕耘ではなく硬盤を崩すだけなので、

表土の耕耘は標準ロータリーでの作業が必要。 

エンジンオーガ 
・栽培期間中や、大型機械が入れない施設においても利用可能な技術（写真 14）。 
・通路部分にエンジンオーガで 60 ㎝深程度の穴を開けて耕盤を破砕し、もみ殻 

などを充填し、埋没を防ぐ。穿孔は１～２ｍおきに行う。 
・礫が多いほ場では施工が難しいほか、オーガの操作には力がいるため注意が 

必要。 

写真 11 うね立て機（左） 

写真 12 サブソイラ 

写真13 カットブレーカー 

写真14 エンジンオーガ 
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サ ブ ソ イ ラ 等 で 耕 盤 破 砕 を 行 う 場 合 の 注 意 点  
・速 度 が 速 す ぎ る と 、爪 部 が 耕 盤 層 よ り 下 に 届 か ず 、耕 盤 層 の 上 を 浅 く 通 っ て し

ま い 効 果 が 不 十 分 に な る 恐 れ が あ る 。  

   → 十 分 な 耕 盤 ・ 心 土 破 砕 の た め に は 、 ２ ｋ ｍ ／ ｈ ｒ 程 度 で 走 行 。  

・ 礫 が 多 い 圃 場 (特 に 耕 盤 層 ～ 心 土 層 に )で は 、 サ ブ ソ イ ラ 等 の 使 用 に 注 意 。  

爪 を 傷 め る 恐 れ が あ る 。  

・ 傾 斜 地 や 谷 部 の 圃 場 で は 耕 盤 ・ 心 土 破 砕 を す る こ と に よ り 湧 水 が 多 く な り 、   

悪 化 さ せ て し ま う 場 合 が あ る の で 注 意 す る 。  

   → 地 表 排 水 の 改 善 を 優 先 す る 。 高 畝 の 効 果 も 高 い 。  

 

 

８  新 規 就 農 者 の 湿 害 対 策 の 取 り 組 み  

野 菜 の 事 例  

事例１ ブロッコリー「押水・地下水による湿害対策、明渠と平高うねマルチの活用」  
富士見町Ｋ氏  

 
事例２ ブロッコリー「隣接する水田・水路からの流入水対策、 

流末の確保・排水勾配を考えた明渠設置」 
原村  Ｍ氏  

 
事例３ パセリ「押水による湿害の対策、明渠の設置」 

茅野市 Ｋ氏  
 

事例４ ブロッコリー「押水による湿害対策、明渠および平高うねマルチ栽培の導入」 

茅野市 Ｆ氏  
 

花 き の 事 例  

事例１ トルコギキョウ「押水及びハウス間からの浸水対策、 
額縁明渠、ハウス間ビニールの設置」 

茅野市 Ｓ氏  
 

事例２ キク「押水による湿害の対策、額縁明渠の設置」 
 
事例３ キク「土壌流亡の対策、明渠・水道の設置」 

茅野市 Ｓ氏  
 

事例４ トルコギキョウ「ハウス間からの浸水対策および耕盤破砕による根域確保、 
ハウス間明きょ設置・サブソイラ施工・高畝栽培」 

原村  Ｉ氏  
 

事例５ キク「押水および地下排水不良による湿害対策、額縁明渠・サブソイラ」 
富士見町Ｙ氏  
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農家名：原村 M氏 就農４年目 

品 目：ブロッコリー 

 

 

ほ場見取り図 

 

 

 

 

 

 

写真 15 ほ場平面写真      図 10 滞水個所      図 11 地下水位の調査 

矢印（黄色）方向に下っている。                  1m 塩ビ管を 75cm 埋めて水位測定 

 

１ 令和 3年度の取組経過 

（１）ブロッコリーを作付けしたが、押水により滞水する部分があり圃場の 1/4 程度を不作として

いた（写真 15、図 10）。図 10 で示す 2 か所に縦穴（直径１ｍ深さ１ｍ：重機使用）を掘り、

もみ殻を充てんし排水を促したが、十分な排水効果が得られなかった。 

 

（２）縦穴への塩ビ管を埋設し、地下水の変化を測定した。(令和 3 年 11 月から) 

   地上よりの水位を目視にて測定した（図 11）。降水後 2 週間程度で最下位水位となり地上よ

り 57cm まで常時溜まっている。降水があると水位が上昇し、30mm 程度降水があった翌日で

は地上より 17cm まで水位が上昇していた。概ね地面から 20cm～50cm で推移の変化が見ら

れた。 

 

（３）土壌断面調査の実施 

地質：水田化アロフェン質黒ボク土 

  23cm 深～湛水代かき層から還元溶脱した鉄が 

  現れている＝地下水位高い 礫有り（10 ㎝大） 

 

【対策案】地表面排水を重点とした対策 

作土が約 1３㎝と浅く、10cm 大の礫による耕盤があり、 

地下水位が高いほ場のため高畝による有効土層の拡大

を図ることが有効と思われた（図 12）。 

 

 

   図 12 土壌断面調査 

 

 

野菜 事例１ 「押水・地下水による湿害対策、明渠と平高うねマルチの活用」 

  農家名：富士見町 K 氏 就農５年目 

  品 目：ブロッコリー（キャベツ） 

  ほ場の概要 

   ・地区：富士見町立沢 ・面積：12ａ ・地目：水田 

   ・土壌分類：黒ボク土・土壌分類：黒ボク土 
 

〇耕種概要 

 定植期：5 月 11 日 

 収穫期：６月 28 日～7 月 6 日 
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２ 令和４年度の取組経過 

（１）１（３）の対策案により、①平高うねマルチ栽培で有効土層の拡大を図る（図 13、写真 16）

とともに、ゲリラ豪雨等及び押水による滞水対策として②明渠を設置した（写真 17）。 

➀ 平高うねマルチによる表面対策            

   

 

 

 

 

 

 

 

 

       図 13 平高うねマルチ栽培試験        写真 16 平高うねマルチ区 

 

 （ア）作土が 13cm しかないため、うね高を 

   25cm 高とし、マルチをはる（図 14）。 

     （イ）水分計ロガーを設置し、含水率の 

       変化を確認する。 

       （ウ）各区の生育調査、収穫調査を実施。 

 

      表１  試験設計 

 処理方法 

試験区１ 平高うねマルチ（うねの高さ 25 ㎝、マルチ有り） 
試験区２ 高うね（うねの高さ 15 ㎝、マルチ無し） 
慣行区 産地慣行（うねは立てない、マルチ無し） 

  栽植密度：株間 35 ㎝×条間 40 ㎝(平高うね) 株間 35 ㎝×うね間 60 ㎝(平高うね以外) 

 施肥設計：産地慣行による 

 平高うねの概要 

(ｱ)使用マルチ：黒生分解マルチ 

  (ｲ)寸法：うねの高さ 25 ㎝、うね肩幅 65 ㎝、うね裾幅 95 ㎝ 

  (ｳ)平高うね設置時の機械：管理機 YK850MK、ダブル可変平高畝整形ロータリ AKR-E15D 

 

  ② 明渠の設置による排水対策 

 （ア）うね間滞水の明渠 

   ・ゲリラ豪雨等による畝間帯水時間を減少するため 

    畝間の水を排水する。 

 （イ）押水滞水の明渠 

   ・上部畦畔の土手固めをしていないため、押水（土手からの 

    湧き水）があり、明渠を堀り、用水路へ排水する。 

 （ウ）表面排水対策としての明渠を実施した。降雨後に目視で確認  

したところ、滞水している箇所が見られた。 

    写真 17 明渠の設置  

図 14 平高うねマルチの側面図 
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（２）対策後の結果 

 ア 水分計による含水率の推移 

・ブロッコリー生育期間中の、多降水は、6/5 と6/20 

 前後の2 回あった。 

 〇 6/5:102mm 6/6:22mm 6/8:22mm 

平高うねマルチは含水率は、6/5 に 2 時間で100mm  

の降水、その後も約45mm の降水があったことで、 

対照区と同程度であったが、 

 〇 6/20:28mm 6/22:18mm 6/23:22mm 

 6/20 前後の降雨の場合は含水率の減少が早かった。  

〇降雨時は体積含水率が平高うねマルチおよび慣行ともに増加したが、平高うねマルチは慣行区に比べ  

速やかに低下し、過湿状態の改善が確認できた(図 15)。 

 

 イ 生育調査・収穫調査 

生育調査は、６月 22 日(定植 42 日後)に実施した。平高うねマルチ区が最も生育が前進した(デ

ータ省略)。 

収穫調査では、全重は、平高うねマルチ区が最も高く、ばらつきは少なかった。平高うねマル

チ区は、全重は確保したものの花蕾重は慣行と同等程度であった。この理由は、マルチ被覆によ

って平高うねマルチ区の土壌水分及び地温の保持ができたことで生育が安定したものの、花蕾肥

大期（6 月下旬）が高温で推移し、全区で花蕾肥大が進んだことが影響したと推察される（表２）。

なお、平高うねマルチ区の花蕾の品質は確保でき、根こぶ病の発病も少なかった（表３）。 

 

   表２ 収穫調査 

 

 

 

 

 

 

 

   表３ 根こぶ病発病度調査    

区名 平高うね黒 高うね 慣行 

発病度 59.4 91.1 70.0 

 

（３）農家の感想 

   ・生育及び揃いは平高うねマルチが良かったと思う。 

   ・経費（平高うねマルチ機の導入、マルチの購入費）と感じる効果と勘案して検討する。 

   ・本年は高温により生育が前進し、収穫作業が間に合わず、ほ場廃棄が多くなってしまった。 

 

図 15 体積含水率の推移 

表３　収穫調査

花蕾径

(g/株) C.V.1) (g/株) C.V.1) (㎝)

試験区１ 平高うね黒 6月28日 1,122 16 272 29 11.6

試験区２ 高うね 877 18 218 18 10.1

慣行区 慣行 989 19 285 19 12.1

平高うね黒 1,167 14 285 21 12.1

試験区１ 平高うね白 1,164 13 244 27 11.0

試験区２ 高うね 862 21 254 28 10.7

慣行区 慣行 671 54 199 56 8.9

1)変動係数、ばらつきの大きさを示し、数字が大きいほどばらつきが大きいことを示す。

茅野市 7月14日

調査日
全重 花蕾重

富士見町
6月29日

栽培方法

表３　収穫調査

花蕾径

(g/株) C.V.1) (g/株) C.V.1) (㎝)

試験区１ 平高うね黒 6月28日 1,122 16 272 29 11.6

試験区２ 高うね 877 18 218 18 10.1

慣行区 慣行 989 19 285 19 12.1

平高うね黒 1,167 14 285 21 12.1

試験区１ 平高うね白 1,164 13 244 27 11.0

試験区２ 高うね 862 21 254 28 10.7

慣行区 慣行 671 54 199 56 8.9

1)変動係数、ばらつきの大きさを示し、数字が大きいほどばらつきが大きいことを示す。

茅野市 7月14日

調査日
全重 花蕾重

富士見町
6月29日

栽培方法
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１ 令和３年度の経過 

 水田転作ほ場で、隣接する水田法尻部は湿害により収穫できない状態（写真 18・19・20）。 

ほ場見取り図 

 

 

 

 

 

 

写真 18 ほ場平面写真      写真 19 法尻の過湿状況 ＜矢印赤方向から撮影＞ 

矢印（黄色）方向に下っている。    浸透水により土色は常に暗褐色で（点線内）、水田からの流入水もある。 

 

 

 

 

 

 

 

  写真 20 法尻の過湿状況と湿害による生育不良 

（写真１ 赤矢印の反対から撮影 2021 年７月 8 日） 

隣接する水田畦畔法尻付近は、過湿による根痛みが生じ、生育が不良となる。 

 外葉はストレスによるアントシアンが認められ、中心葉の生育も著しく悪い。 

 

２ 令和４年度の取組 

（１）対策技術の検討 

ア 事前のほ場調査（ほ場踏査、測量による流入源、ほ場の起伏、流末の確認） 

・ほ場踏査 

ほ場踏査により水田畦畔の法尻の押水の他、水田のかけ口跡から流入、流末設置候補 

地を確認した（写真 21）。 

・ほ場起伏、流末の測量 

水田転換畑は水が滞水しやすく、少量の降雨でも低い場所で湿害が発生する。また、

明渠は排水勾配を確保するため低い流末が必要となる。そこでレベルを用いて、ほ場

の起伏と流末の高さを測量した（写真 22）。 

野菜事例２「隣接する水田・水路からの流入水対策、流末の確保・排水勾配を考えた明渠設置」 
農家名：原村 Ｍ氏 就農５年目 
品 目：ブロッコリー 
ほ場の概要 
 ・地区：原村菖蒲沢 ・面積：13ａ ・地目：水田 
 ・土壌分類：黒ボク土・土壌分類：黒ボク土 

 

〇耕種概要 

 定植期：5 月 5 日 

 収穫期：６月 25 日～7 月 3 日 
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写真 21 かけ口(跡)からの流入  写真 22 レベルを用いたほ場の起伏と流末候補の測量 

 

イ 排水不良対策の検討 

・ かけ口跡からの河川水流入は、肥料袋と練り混ぜた泥による止水処理。 

・ 測量結果から馬入れ道下の暗渠ヒューム管脇を流末地点に決定。 

・ ほ場北側は一定勾配の排水路設置 

・ 畦畔法尻は明渠を設置し押水を表面水として排水 

・ ほ場の起伏は、表層排水実施後の経過を見て、次年度以降対応 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）対策技術の導入 

ア 流末の確保、北側水路の設置 

・ 計画した流末予定地点を掘削し、塩ビ管による簡易土留めを敷設（写真 23）。 

・ 流末に向け、レベルにより勾配を確保しながら明渠を設置（写真 24）。 

 

 

 

 

 

 

 

写真 23 流末の確保 スムーズな排水のため、流末付近は 50 ㎝以上の掘削を実施 

図 16 ほ場図 
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写真 24 明渠床掘り（左）、レベルによる勾配確認（中）北側水路掘削完了（右） 

 

イ 畦畔法尻への明渠設置（測量、丁張敷設、逆勾配の回避） 

・ 東側の畦畔法尻に設置する水路は施工延長が長く、勾配確保が難しいため、丁張を設

置し、おおむね流路勾配を確保し、逆勾配による滞留を防止。 

・ 作溝には野菜農家が土寄せで一般的に用いる小型管理機に片片寄せローターを取り付

け溝掘りし、鋤簾にて仕上げ実施（写真 25）。（協力：ヤンマーアグリジャパン株式会社） 

 

 

 

 

 

 

 

写真 25 農家への作業機（YK300RK、片寄ローター）の説明（写真左） 

    対象農家による溝堀作業（写真中央）、丁張による勾配確認（写真右） 

 

ウ 南側水路の追加 

・ 管理機による施工性が高いことから、農家の希望によりほ場南側に水路を追加。作業

は対象農家自身で実施（写真 26）。 

・ いわゆる額縁明渠の形状とし、土寄せ作業は額縁明渠まで行いうね間トレンチとして

排水性を向上（写真 27）。 

 

 

 

 

 

 

 

写真 26 南側水路の追加（写真左）、法尻水路の排水路への接続（写真中央、右） 
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  写真 27 うね間トレンチの排水路への接続（写真左、中央、右） 

 

（３）対策技術の効果 

ア 排水の状況 

 

 

 

 

 

 

        写真 28 生育期間中の様子       写真 29 土壌断面 

 

イ 収量の比較など 

令和 3 年度、畦畔法尻部周辺は湿害により収穫に至らなかったが、令和４年度は排

水性が改善し収穫が可能となった。法尻に近い部分は定植を避け、緩衝地帯とした。 

 

（４）農家の感想 

 湿害対策により畑の状況は大幅に改善した。きちんとした流末の確保はそれなりに

労力が必要であったが、速やかな排水や流入防止によりほ場条件は大幅に改善した。

土寄せ後の畝間をトレンチとして利用することにより、降雨時の排水性も改善した。

額縁明渠の設置は管理機利用により比較的容易に施工ができた。土側溝は秋には一部

崩れたが、翌春の復旧は鋤簾や管理機で簡単に復旧できると思う。一度、きちんと施

行すればあとは楽だと思う。 
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ほ場見取り図 

１ 令和３年度の経過 

（１）対策の概要と結果 
ハウス東側に明渠を設置（写真 30）。 
大雨後にハウス東側で軟腐病が多発し単収は
1,400kg/10a、長野県経営指標（2,350g/10a）比の  
約 60％となった。 

（２）問題の原因 
明渠を設置したもののほ場外へ繋がっておらず滞水し   

てしまうため、長雨が続くとポンプ排水が追い付かず滞
水期間が長くなり、根痛み及び軟腐病による株落ちを助長した。 
 

２ 令和４年度の成果 

（１）対策技術の導入 
・連作障害対策のため、上記ほ場（写真 30）には別品目を作付け 
・ほ場外へ繋がる明渠の設置（ほ場①、写真 31・32） 
・明渠の増設（ほ場②、写真 33） 
（２）対策技術の効果 

・新規作付けほ場では前年との比較はできないが、露地のほ場②では降雨後の排水性が改

善し、降雨翌日にほ場に入ることができるようになった。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

（３）農家の感想 

 ・令和４年度６月の大雨で他のパセリ農家が被害にあったこともあり、排水性改善 

の重要性を感じた。 

 ・前年は、降雨翌日は湿気ってほ場②に入れなかったが、対策後は降雨翌日にほ場②に
入ることができるようになったことで、明渠の効果を実感した。 

 
３ 残された課題 
・勾配があり、大雨時スムーズに自然排水される明渠の設置。 
・梅雨時期前までの計画的な明渠の施行と更新。 

[令和３年度] 

野菜事例３ 「押水による湿害の対策、明渠の設置」 

農家名：茅野市 K氏 就農４年目 

品 目：パセリ 

対象ほ場の概要 
・地区：茅野市湖東 
・面積：３ａ 
・地目：水田 
・土壌分類：黒ボク土 

 

〇耕種概要 

 定植時期：３月下旬～５月上旬 

 収穫期：６月中旬～11 月上旬 

明渠 

水路 

集水桝 

新設明渠 

明渠 

写真 31 ほ場① 明渠の様子 
写真 32 ほ場①見取り図 写真 33 ほ場②見取り図 

写真 30 ほ場平面写真 
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ほ場見取り図 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

１ 令和３年度の経過 

（１）対策の概要と結果 
高うねマルチ(高さ 20㎝、2条植え)栽培を実施。 
滞水が生じ、湿害及び根こぶ病の発生（写真 35）。 

（２）問題の原因 
 上部水田からの押水の影響、降雨後のうね間の滞水。 

２ 令和４年度の成果 

（１）対策技術の導入 
・額縁明渠(管理機使用) 

・平高うねマルチ栽培を試験導入(専用マルチャー使用) 
 ※JA信州諏訪、ヤンマーアグリジャパン㈱の協力の 
  元、実演会を開催した（写真 36）。 
（２）対策技術の効果 

・うね内の体積含水率は、降雨後、平高うねマルチ栽培 
の方が速やかに低下し、排水性の改善が確認できた（図 17）。 

・平高うねマルチ栽培にて収穫率を確保でき、根こぶ病の発病を抑制した（図 18）。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

（３）農家の感想 
 「額縁明渠＋平高うねマルチによって品質・収量が安定した」 
 「ほ場条件が不安定な多雨期の作業が遅れずにでき、より計画的な栽培ができそう」 

３ 残された課題 

・平高うねマルチ栽培の多雨期の定植作型での導入検討 
・うねの高さやマルチの違いでの効果の確認 

[令和３年度] [令和４年度] 

野菜事例４ 「押水による湿害対策、明渠および平高うねマルチ栽培の導入」 

農家名：茅野市 F 氏 就農５年目 
品 目：ブロッコリー 
対象ほ場の概要 
・地区：茅野市北山 
・面積：８ａ 
・地目：水田 
・土壌分類：黒ボク土 

 

明渠 

〇耕種概要 

 定植期：5月下旬 

 収穫期：7月上～中旬 

写真 35 根こぶ病の状況 

写真 36 平高うねマルチ張り作業 

図 17 うね内体積含水率 図 18 収穫率と根こぶ病発病度 

写真 34 ほ場平面写真  
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① 対策の導入経過 
 トルコギキョウは湿害に弱く、降雨時のハウス横からの浸水により、ハウス外側部分で生
育不良や立枯病が発生しやすい。そのため、ハウス横からの浸水を防ぐことを目的に、ハウ
ス間にビニールを設置した（図 20、表４）。 

また、ほ場の地目が水田で排水不良の可能性があり、上ほ場では水稲が作付されているた
め、押水対策及び表面排水されるよう額縁明渠を設置した（写真 37）。 

 

②対策の概要 
ほ場外側に額縁明渠を設置し、額縁明渠に繋がるようハ

ウス間に明渠を設置した。額縁明渠からは水尻及びほ場横
の水路に繋がるよう排水口を設置。また、ハウス間明渠の
上に不透水性ビニールを設置した（写真 38）。 

 

③対策後の状況・効果 
降雨時ハウス間からの浸水は減少したが、土壌病害の防

除が不十分で立枯病の発生や短茎開花が見られる。 
 
④今後の課題 
 ほ場東側に今後ハウスを建設する予定だが、その地点では地下からの湧水や砂岩層が確認
され、地下排水による排水対策が難しい（図 19）。額縁明渠は水尻への勾配が取れていない
箇所もあるため、勾配を考慮し、よりスムーズにほ場外へ排水されるよう改良が必要である。 
 また、あわせて残渣除去や土壌消毒等、土壌病害対策が必要である。 

［土性及び土壌硬度（地点①）］                 ［土性及び土壌硬度（地点②）］ 

 

ほ場見取り図 花き事例１ 

「押水及びハウス間からの浸水対策、 

額縁明渠・ハウス間ビニールの設置」 

農家：S 氏 就農 2 年目 

品目：トルコギキョウ 

ほ場の概要 

・地区：茅野市湖東 

・面積：30a 

・地目：水田 

・土壌分類：黒ボク土 

① 

② 
水尻 

傾斜 

湿 気

0 土壌硬度

cm

10 埴土 6
礫なし

20 19
埴土

25 礫なし 20
30 28

砂土
35 砂岩層 31

40+

0 土壌硬度

cm
埴土

10 礫なし 8

20 グライ層 15
砂壌土、礫なし

25 ※30㎝に水道あり 19
30 16

砂土
40 礫富む（５cm以下） 25

45+

写真 38 降雨後のハウス間の様子 

写真 37 ほ場平面写真 

図 19 土壌断面の様子 
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⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①

西 西 西 西 西 西

６ ５ ４ ３ ２ １

⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①

凡例 ① 排水シート 土手

排水路 用水路

額縁明渠

排水シート商品名・規格・強度・防草効果

農　道

ハウスサイドからの雨水侵入防止用排水シート種類・規格・強度・防草効果

No． 商　品　名 単　価 強　度 耐劣化性 防草効果 作業性 評 価 

厚さmm 幅cm 円/ｍ

① 黒色ビニールシート 0.15 × 135 400 〇 〇 ◎ 〇 〇

②～③ タフシェード涼香 0.15 × 135 654 ◎ ◎ ◎ 〇 ◎

透水型マルチ 0.07 × 135 49

＋ 〇 ✕ 〇 △ △

農ポリ 0.10 × 135 70

⑦ 強化黒マルチ 0.02 × 135 15 ✕ ✕ ◎ 〇 △

<農家の感想>

・強度が低く、劣化が早い物、年数がもたない物は、交換のサイクルが早まり、手間が必要となる。

・シートの敷設、設置には１通り当たり、１人で半日ぐらいの手間がかかる。

ハウス内 ハウス内

ビニペット  [               ] ビニペット

規　格

④～⑥

ハウス間通路

排水シート

ハウスサイドからの雨水侵入防止用排水シート種類・規格・強度・防草効果

No． 商　品　名 単　価 強　度 耐劣化性 防草効果 作業性 評 価 

厚さmm 幅cm 円/ｍ

① 黒色ビニールシート 0.15 × 135 400 〇 〇 ◎ 〇 〇

②～③ タフシェード涼香 0.15 × 135 654 ◎ ◎ ◎ 〇 ◎

透水型マルチ 0.07 × 135 49

＋ 〇 ✕ 〇 △ △

農ポリ 0.10 × 135 70

⑦ 強化黒マルチ 0.02 × 135 15 ✕ ✕ ◎ 〇 △

<農家の感想>

・強度が低く、劣化が早い物、年数がもたない物は、交換のサイクルが早まり、手間が必要となる。

・シートの敷設、設置には１通り当たり、１人で半日ぐらいの手間がかかる。

ハウス内 ハウス内

ビニペット  [               ] ビニペット

規　格

④～⑥

ハウス間通路

排水シート

図 20 不透水性ビニールの設置 

表４ ハウスサイドからの雨水侵入防止用排水シート種類・規格・強度・除草効果 
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① 対策の導入経過 

 ・里親研修期間中に見つけたほ場だが、耕作放棄地だったため除草や耕起作業

をしていた。その際上の水田に水が入るとほ場東側で上からの押水が認めら

れたため、茅野市に対策を相談した。明渠や暗渠の施行事例や費用を調べ、明

渠を施工することにした。 

 

②対策の概要 

 ・ほ場東側から北側の水尻にかけて、バックホーを用いて明渠を設置した（委

託）。もとの水尻は浅いため畔を１mほど切り、水路に排水されるようにし

た。深さは東側が 20～30cm、北側は 50cm～１mで、排水口に向け勾配が

つくようにした。 

 

③対策後の状況・効果 

 ・下からの湧水も無く、明渠を設置した効果が出ており湿害の発生は無い。 

 ・ハウスで栽培しているキクは秀品で出荷できている。 

 

④農家の感想 

 ・里親研修期間中になるべく早く農地を見つけ、例えば水田地帯であれば水が

入る前→後→その後とその時々のほ場の様子を見て、湿害対策を検討する

ことが必要。 

 

 

花き事例２ 

「押水による湿害の対策、額縁明渠の設置」 

農家：S氏 就農４年目 

品目：キク 

ほ場の概要 

・地区：茅野市 

・面積：30a 

・地目：水田 

・土壌分類：黒ボク土 

 

水尻 

明渠 

押水があった場所 

ほ場見取り図 

写真 39 ほ場平面写真 
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（１）対策の導入経過 

・就農１年目から作付けしていたほ場①に隣接しているほ場②③について、大雨時に①か

ら③④へ水が流れているのを確認した。そのため、③を借り作付けすることになった際、

ほ場③の東側に明渠を設置し、ほ場外に排水されるよう畔を切った。 

・ほ場①では短時間の集中豪雨により土壌の流亡が発生したため、対策を取った。 

 

（２）対策の概要 

  ・ほ場内に降った雨が排水されやすいよう、傾斜に沿って畝を立てた。また畝が崩れな

いよう、畝の傾斜下に深めに水道を掘った。 

  ・大雨時に流れてきた水がほ場③の東側からほ場外に排水されるよう、傾斜下の畔を切

った。 

 

（３）対策後の状況・効果 

  ・令和４年５月の集中豪雨により、ほ場①の北東から土壌の流亡が起こり、定植直後の

苗が流される・土に埋まる被害が発生した。 

 

（４）考えられる今後の対策 

  ・ ほ場①の南西端が高くなっており、集中豪雨時に流れてきた水や土壌が溜まりやす

いことが考えられる。対策として、ほ場南西側に集まった土壌をほ場中央へ寄せること

で、南西側に水や土壌が溜まらないようにする。また南西端の畔を切り、ほ場外に自然

排水されるようにする。 

  ・マルチ無し・平床栽培から全面マルチ・高畝栽培にし、土壌の流亡を防ぐ。 

 

 

花き事例３ 

「土壌流亡の対策、明渠・水道の設置」 

農家：S氏 就農４年目 

品目：キク 

ほ場の概要 

・地区：茅野市泉野 

・面積：①26a、②7a、③６a、④４a 

・地目：畑 

・土壌分類：黒ボク土 

① 

② 

④ 
③ 

傾斜 

流亡発生 

ほ場見取り図 

 

写真 40 ほ場平面写真 
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① 対策の導入経過 
このハウスでは毎年雨水の流入によって湿害が発生し、ハウスサイドや入り口付近で輪数の減少

など品質低下が目立っていた（写真 41）。また、湿害を起因とする根腐病や立枯病など土壌伝染性

病害も発生し、切り花率の低下が課題となっていた。そのため、サブソイラによる耕盤破砕と高畝
栽培の導入による湿害対策に取り組み、その効果を検証した。 

 

② 対策の概要 
まずサブソイラによる耕盤破砕を行った。当該ほ場では排水

不良の原因となる耕盤が深度 25～30 ㎝にみとめられた（図 21）
ため、これを破砕し透水性を改善した。そのうえで慣行より５
㎝高い畝へ定植し、気相の確保による根域の拡大に努めた。ま
た、ハウス間には明渠を設置し、ハウス内への雨水の流入防止
を図った（写真 42）。 
 
③ 対策後の状況・効果 

 耕盤破砕と高畝の導入、明渠の設置により、雨水の流入による湿害は改善された。ハウスサイド・
入口付近における品質低下や、立枯病等の土壌伝染性病害の発生が抑えられ、根痛みなど生理障害
の防止効果も認められた。 
一方で高畝栽培は土壌が乾燥しやすく、これまでどおりの栽培管理では過乾燥による葉焼け・株

落ちが発生し、切り花率向上には至らなかった。 
  
④ 今後の課題 
 高畝栽培では土壌が乾燥しやすくなるため、高畝栽培に適したかん水方法を十分検討する。また、
土壌伝染性病害に対しては、湿害対策のみならず、罹病残渣の除去や土壌消毒の実施など基本的な
病害対策を組み合わせることも重要である。 
 

［土性及び土壌硬度（地点①）］                 ［土性及び土壌硬度（地点②）］ 

 

ほ場見取り図 花き事例４ 

「ハウス間からの浸水対策および耕盤破砕による根域確保、

ハウス間明渠設置・サブソイラ施工・高畝栽培」 

【農家】I 氏 就農４年目 

【品目】トルコギキョウ 

【ほ場の概要】 

地区：原村柏木 面積：30a 

地目：畑地 

土壌分類：黒ボク土 

① ② 

0 硬度

cm

褐色 壌土

礫なし 3

6

13

20 18

黄褐色 埴壌土 15

礫なし

13

15

15

42

15

褐色 埴土

礫なし 14

55+ -

0 硬度

cm

暗褐色 壌土

礫なし 2

7

11

12

22

12

褐色 埴壌土

礫なし 14

15

13

16

48

17

褐色 埴土

礫なし -

58+

写真 42 ハウス間明渠の様子 

写真 41 ほ場平面写真 

図 21 土壌断面の様子 
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① 対策の導入経過 
 本ほ場でのキク作付けは 2 年目で、それ以前
は水田として長年用いられていた（写真 43）。 
降雨後はぬかるんでほ場に入れないような状

態が続き、防除作業に入れない等作業性の悪さ
が問題となっていた（図 22・23）。 

 

 

②対策の概要 
 キクの作付け開始にあたり、上段水田ほ場との
境に暗渠を、ほ場周辺部に２０㎝程度の額縁明渠を
設置し、上段からの押水対策と排水性向上を図って

いる。また、毎年作付け前に有機物の施用と額縁明
渠の更新を行っている。 
 
 
③対策後の状況・効果 
 上記のような排水対策をとった中でも、ほ場中央
部で下葉の黄化や草丈の減少が発生（写真 44）し、
園主曰く「ほ場両端部では比較的生育が良かった
が、まともに出荷できるものが少なかった」。調査

の結果、ほ場中央部分では根域が帯水層に近く生育
不良の要因となっていることが判明した。さらなる
湿害対策を講じる必要があった。 
 

 
④今後の対策 
 ほ場のすり鉢状を改善するため、盛り土を行い 
かまぼこ状になるよう土木作業を実施している（写
真 45）。 

ほ場見取り図 花き事例５ 

「押水および地下排水不良による湿害対策、 

額縁明渠・サブソイラ」 

【農家】Y氏 就農６年目 

【品目】露地きく 

【ほ場の概要】 

地区：富士見町立沢 

面積：30a 

地目：水田 

土壌分類：典型普通未熟低地土 

キク栽培ハウス 

水田 

法面下 1.5～2mに暗渠設置 3 か所にマンホール 

ほ場中央部分で生育不良  

明渠 ほ場 3辺に設置 

図23 キクの生育や断面調査、含水率等から推測された滞水状

写真44 R4年7月 生育不良の様子(下葉の黄化) 

写真45 R5年1月 盛り土実施後の様子 

写真 43 ほ場平面写真 

図 22 ほ場図 
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（１）調査の目的 

 基盤整備機械作業によって発生するほ場の透排水性低下の要因を明らかにし、改善対策

を検討する。 

 

（２）調査およびの概要 

・特に 35～50cmの下層において透排水性が不良だった。また、暗渠排水の埋め戻し部分

は乾燥しており、重機等による過剰な転圧は避けられていた。以上から、暗渠と暗渠の

間の滞水は圧縮と締固めによる堅密化が原因と考えられた。 

・区画整理の土壌管理指標値として、土壌の硬さは貫入抵抗値 0.4〜1.5MPa(山中式土壌

硬度 12〜20mm)が望ましいとされる。 

・当ほ場では、改善対策として全層心土破砕機カットブレーカーによる心土破砕が有効

と考えられた。施工にあたっては暗渠を破砕しないように、暗渠の位置に留意する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野菜事例５ 「基盤整備機械作業による湿害の実態調査、明渠の設置」 

農家名：富士見町 Ｓ氏  
品 目：キャベツ（ひまわり） 
対象ほ場の概要 
・地区：富士見町大平 ・面積：70ａ ・地目：水田 ・土壌分類：黒ボク土 

■作土層（深さ０～18㎝） 

・黒ボク土。畑地の一般的な

腐植に富んだ黒褐色を呈し

た腐植層である。 

・ソルガム等の緑肥の根が確

認でき、団粒構造が発達。 

■耕盤（深さ 18～40cm） 

・硬い層ではあるが、植物の

根も一部確認される。 

■下層（深さ 40～55cm） 

・深さ 40cm 以下に赤土層が

あり、耕盤と下層の間での

滞水を確認。 

・直径 10 ㎝程度の砂礫に富

む。耕盤層に比べるとち密

さが低く乾いている。 

■作土層（深さ０～15㎝） 

・黒ボク土。畑地の一般的な

腐植に富んだ黒褐色を呈し

た腐植層である。 

・ソルガム等の緑肥の根が確

認でき、団粒構造が発達。 

■耕盤（深さ 15～35cm） 

・人差し指の跡がつかないほ

ど硬い。 

■下層（深さ 35～65cm） 

・35～65ｃｍに暗渠があり、

その下に有孔管が確認でき

た。赤土層に達する。 

・直径 10 ㎝程度の砂礫に富

む。耕盤層に比べるとち密

さが低く、乾いている。 

■作土層（深さ０～12㎝） 

・黒ボク土。畑地の一般的な

腐植に富んだ黒褐色を呈し

た腐植層。 

・ソルガム等の緑肥の根が確

認でき団粒構造が発達。 

■耕盤（深さ 12～30cm） 

・硬い層ではあるが、植物の

根も一部確認できる。 

■下層（深さ 30～50cm） 

・30ｃｍ付近に粘土含量の高

い、グライ化した滞水層を

確認。非常に硬い層。 

・直径 20 ㎝程度の巨礫が敷

き詰められている。 
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（３）対策方法の概要 

ア 対策前の状況 

暗渠は図１のとおり、10m間隔で設置されていた。暗渠の上に硬い耕盤があり、作土

層を浸透した水が暗渠へ流れるまでに時間がかかるため、作土層下部から耕盤の間で滞

水が見られた（図２）。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 対策方法 

本年度は、ほ場周縁と中央に明渠(作土と耕盤を除去)の設置を行った。これにより、作

土層から耕盤の間で滞水する地下浸透しにくい水を、表面排水できるようにした（図

３）。なお、明渠を設置する場合には必ず排水桝を設置して水を明渠内に帯水させないよ

うにするだけでなく、排水桝からほ場外へ排水させることが重要である。 

来年度は、図４のように、暗渠間にカットブレーカーで全層心土(耕盤)破砕層を形成す

る予定である。透水を妨げていた耕盤を壊すことで、作土層下部と耕盤の間の滞水が解消

され、暗渠に水が流れやすくなると考えられる。さらには、ストーンクラッシャーとスト

ーンピッカーの両方を利用することも検討している。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 暗渠の設置位置（模式図） 

（青棒部分は暗渠を示す） 

図４ 施工後の暗渠周囲の様子（模式図） 図３ 明渠の設置位置（模式図） 

（緑棒部分は明渠、青棒部分は

暗渠を示す） 

図２ 施工前の暗渠周囲の様子（模式図） 
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２ ブロッコリー平高うねマルチ栽培試験の成果 

（１）令和４年度の経過 
 茅野市北山で平高うねマルチ栽培試験を行い、額縁明渠と平高うねマルチを組み合わせ

ることでほ場の表面排水が改善した。その結果、ブロッコリーの品質や収量が安定し、根

こぶ病の発病が軽減した（「湿害対策手引書」の「野菜事例４」（21ページ）参照）。 
 

（２）令和５年度の試験内容 
前述の試験を行った隣のほ場で、諏訪地域の農家が一般的に所有しているマルチャーを

用いた栽培方式でも同等の効果が得られるか調査した。 

ア 耕種概況 

  ・品種 SK9-099 

・栽培管理 うね立て日５月27日、28日、 

定植日６月５日（定植時にオラクル顆粒水和剤を処理） 

収穫開始日７月25日  

イ 試験区の概要 

・試験区１ 一般的なマルチャー（可変式平畝ロータリマルチEZR15CK） 

・試験区２ 平高うねマルチャー（ダブル可変平高畝整形ロータリAKR-E15D） 

（両区とも、黒ポリマルチを使用） 

 

 表１ 各区のうねの高さおよび栽植密度 

 うねの高さ 栽植密度 【参考】栽植株数 

試験区１ 20㎝ 株間35㎝×条間40㎝×うね間130㎝ 約4390株/10a 

試験区２ 25㎝ 株間35㎝×条間40㎝×うね間135㎝ 約4230株/10a 

 

 ウ 調査方法 

・体積含水率調査：各試験区のうね直下10㎝の体積含水率を調査 

・生育調査：７月13日（定植後38日）に草丈、最大葉長を調査 

・収穫調査：７月25日（収穫開始日）に全重、花蕾重、花蕾径を調査 

・発病度調査：８月４日（収穫終了後）に根こぶ病発病度を調査 

 

エ 結果の概要・考察 

うね内の体積含水率 

定植から約１か月間は試験   

区１は試験区２よりも体積含  

水率が低く推移する傾向だっ 

た。それ以降は、試験区２の 

方が体積含水率が低く、かつ 

変動が少なかった（図１）。 

 

 

 

 

 

 
図１ うね内の体積含水率と日降水量 
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収穫物の品質 

すべての調査項目は試験区２の方がやや優れたが、試験区１も十分な品質が得られた

(表２、図２、図３)。この理由は、定植約30日後以降に試験区２の土壌中水分の変動が少

なかったことで生育が安定したためと推察された。 

 

収穫率と根こぶ病発病度 

試験区１、試験区２ともに大きな差はなく、同程度であった(図２)。 

 

表２ 生育・収穫調査結果 

  生育調査   収穫調査 
 草丈 最大葉長  全重 花蕾重 花蕾径 
  （㎝） （㎝）   (g/株) (g/株) (㎝) 

試験区１ 51.5 52.5  1231.4 364.8 11.8 

試験区２ 52.5 52.9   1321.0 394.3 12.2 

※１区30株（生育調査）、または21株（収穫調査）調査の平均値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ ブロッコリー収穫物調査株（横側から撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

図３ ブロッコリー収穫調査株（花蕾側から撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試験区１ 試験区２ 

試験区１ 試験区２ 

図４ 収穫率と根こぶ病発病度 

＜まとめ＞ 
一般的なマルチャーで 20cm 高さのう

ねを立てた場合、収穫物の品質および根

こぶ病発病度は平高うね（うね高さ

25cm）と概ね同等だった。  
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３  土壌流出対策について 

  近年、温暖化などの影響で集中豪雨が発生し、農地などの土壌流出被害が頻発してい

る。短時間に大量の降雨があると水がほ場の表面を流れ（表面流去水）、土壌を傾斜下に

押し流してしまい、優良土壌の流出や土壌伝染性病害虫の拡散等が懸念される。以下に

土壌流出対策例を示す。 

 

（１）緑肥の植生帯（グリーンベルト）設置   

ほ場傾斜下（道路際）に緑肥を播種して土壌流出を防ぐ方法 

【イメージ図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【具体的な取り組みの紹介】  

ア 全面マルチほ場における植生帯による土壌流出防止効果 

（長野県野菜花き試験場 平成 24年度 普及に移す農業技術） 

全面マルチほ場の傾斜下に幅 50㎝以上の植生帯（イネ科緑肥）

を設置することにより、降雨により発生した表流水によるマルチ

押さえ用土壌の流出を 0.2～5％程度に抑えることができる。 

イ 群馬県嬬恋村の取組事例 

ほ場傾斜下に２ｍ以上の幅で、イネ科緑肥の植生帯を設置し、

管理としては年間２～３回程度の草刈りを実施。 

【留意点】 

畑地における土壌流出は斜度、斜面長、降雨強度、土壌硬度等の条件によって変わる

ため、あくまでも目安として使用する。 

 

（２）「土層改良＋部分不耕起帯」による土壌流亡対策   

【営農作業で実施できる効果的な土壌流亡対策】 （農研機構・北海道立総合研究機構） 

基盤整備による勾配修正などの抜本的対策は効果的であるが、時間と費用がかかる。

そこで、農研機構・北海道立総合研究機構では、(1)「カットブレーカー」等(カットシリ

ーズ)を用いた土層改良による土壌の透水性の改善と、(2)耕運時に緑肥・刈株を部分的

に温存する部分不耕起帯設置「ドットボーダー・プロテクト」による侵食耐性の改善を併

用する土壌流亡対策を策定した。 

設 置 前 設 置 後 

道路など 

ほ場 

集中豪雨 

グリーンベルト 

幅 50㎝以上 

集中豪雨 

土壌流出 
流出を防止 

「全面マルチほ場にお

ける植生帯による土壌
流出防止対策効果」 

PDFファイル（765KB） 
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現地での効果検証では、(1)と(2)を単独で実施するよりも併用することで土壌流亡が

抑制され、対策しなかった場合と比べて土壌流亡量を最大８割削減している。 

「土層改良」と「部分不耕起帯設置」による土壌流出対策の概要  
 (農研機構 HPより引用) 

 

 

部分不耕起帯のイメージ図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ほ場の状況に応じて、部分不耕起帯をライン状とするか、ドット状とするか判断する。 

 

部分不耕起帯 

表面流去水 表面流去水 

部分不耕起帯 

ライン状の場合 ドット状の場合 
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「土層改良」と「部分不耕起帯設置」の留意点  

対策 土層改良 部分不耕起帯設置 

使用機械 ・カットブレーカー等(カットシリ

ーズ)による全層心土破砕等 

・一般的な心土破砕（サブソイラー

等） 

・ロータリー、チゼルやカルチ、 

ディスク等の耕耘機 

施工方法 【方向】 

傾斜に直行か若干斜め 

【間隔】 

５～20m 程度 

【施工】 

・施工ラインは少し勾配をつける 

・施工ラインは複数個所で交差さ

せる 

・法面に排水溝を設置したときは

塩ビ管を挿入して補強 

【施工効率】 

1～4ha/ｈ(速度 2～4㎞/ｈ) 

【方向や位置】 

等高線方向、土壌流亡多発地点 

【間隔と幅】 

30～50ｍ間隔、50 ㎝～5ｍ幅 

【施工】 

等高線方向の耕耘では、作業幅を空

けて 帯状の不耕起ラインを設置。傾

斜方向の耕耘では作業機を持上げてド

ット状に設置。 

【追加分の施工効率】 

3～30ha/h(速度 1～2㎞/h) 

【参考文献】 

「土層改良と部分不耕起帯による土壌流亡対策標準作業手順書」（農研機

構）（ネット上で公開されており、以下 URL および右の QR コードからアク

セスできる。） 

（https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/laboratory/naro/sop/143187

.html） 

（３）置きわら等による土壌流亡対策   

 急傾斜または傾斜の距離が長い場合は、特に表面流去水の流れが速くなる。そのため、

水が多く流れる通路において水をせき止めるように、部分的にわらを置くか、踏みつけに

強い牧草（イタリアンライグラス等）を播種する。 
 

【置きわらの事例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通路にわら束を 

配置している様子 

https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/laboratory/naro/sop/143187.html
https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/laboratory/naro/sop/143187.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真：湿害ほ場での牧草栽培の様子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

諏訪農業農村支援センター 令和６年度作成 
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緑肥作物による土壌流入および流亡対策の検討 

 諏訪園芸振興協議会（令和６年度地区野菜重点課題対策支援事業） 

 

１ 調査の目的 

 近年、大雨によるほ場内への汚染土壌の流入等によるセルリー疫病やアブラナ科野菜の根こぶ

病等の土壌病害等の発生が問題となっている。 

  そこで、野菜花き試験場の研究成果（全面ほ場における植生帯による土壌流出防止効果 平成

24年度に普及に移す農業技術）等を参考に、ブーム道等からの汚染土壌の流入軽減に向けた緑肥

作物の導入検討を進めるため、当地域での緑肥作物の適応性等を検討した。 

 

２ 調査内容 

（１）場 所  長野県農業試験場原村試験地 標高 1,017m 

（２）試験区の構成 

  マルチ麦「てまいらず」を 5/9、5/20、5/29、6/11に播種し生育状況等の調査を行った。 

  播種量５kg／10a換算（種子参考価格 1,630円/kg） 

  施 肥 14-14-14：50kg／10a換算 

  播種時期 ５～７月（種苗メーカー推奨） 

 

 （３）調査結果 

（ア） 生育調査 草丈、被覆率、倒伏時期、枯死時期 

播種日 
草丈 cm（被覆率％） 

倒伏時期 枯死時期 
5/20 5/29 6/11 6/27 

5/9 
18cm

（50％） 

32cm

（90％） 

48cm

（100％） 

64cm

（100%） 
6月 11日 7月 12日 

5/20 

 

21cm

（60%） 

33cm

（100％） 

55cm

（100%） 
6月 26日 7月 26日 

5/29 

－ 

8cm

（80%） 

47cm

（100%） 
7月 9日 8月 5日 

6/11  
20cm

（60%） 
8月 6日 8月 26日 
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３ 考察 

（１）セルリー疫病アンケート〈参考〉より、ほ場における初発確認時期及び対策に苦慮した時期

は６月が多い傾向である。今回の試験では５月９日播種の場合、５月中の被覆は 90％程度となっ

たことから５月上旬までの播種で十分な生育量を確保できると考えられる。 

（２）疫病や根こぶ病対策の効果検証は来年度以降としたい。 

（３）今回は高標高地での生育調査を主に行ったため、作業時間、作業性（マルチ麦播種作業と慣

行管理作業）等の比較は来年度以降としたいが、播種作業は簡単で、生育期間中の管理は基本的

に必要ないと考える。 

 

〈参考〉農家アンケート（回答数 18） 

セルリー疫病の「初発」を確認した時期 

 

セルリー疫病の対策にもっとも苦慮した時期（複数回答あり） 

 

  

４ 今後の対応 

  今回は原村試験地での試験であったが、来年度以降、疫病等の発生状況を調査しながら効果を

検証し、現地での取り組みを進めていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜まとめ＞ 

標高 1,000メートル程度の当地域において、５月 10日から 20日頃までに播種する

ことで、６月梅雨入りまでに十分な生育量を確保することができた。 
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【野菜事例６】   「カットブレーカーmini によるハウス内への施工」 

農家名：中信地区Ｔ氏 

品 目：施設セルリー 

対象ほ場の概要：道路からの浸入水・降雨時は畝まで浸水・１日以上滞水する場合もある。 

間口５.45m×奥行 90ｍ温室ハウス 土壌分類：黒ボク土(水田転換畑礫有り・土が硬い) 

  

 

 

 

 

 

 

 

   

 

（１）取組方法 

・令和５年 11月、トラクター32馬力にて牽引、施工深約 50㎝ ※ほ場見取り図（下） 

（往復で２回） 

・施工幅は約 80㎝間隔、長辺方向に７本、往復２回実施した。 

速度は低速１～２km/h。 

・施工時の作業性に問題はなく、トラクターの浮き沈みなどは 

感じなかった。 

（２）効果 

・滞水時間が短縮し、通路部も含めて排水効果が確認された。  

・施工１年後の貫入式土壌硬度計による調査では、通路部を含むほぼ全面において深さ 50㎝まで耕

盤が破砕され、土壌の膨軟化が確認できた。一部、30㎝以下で硬度が高い部分があったが、これ

は①ハウス天井からの恒常的な雨水落下点と重なり局所的に土が締まった②新しい下層が作土に

なった際に腐植が少ないため締まりやすくなったと推察された。 

（３）農家の感想 

・排水改善効果を実感している。土壌の乾きが早まり、作業効率が格別に良くなった。これまでか

ん水頻度を控えていたが、施工後は微調整を気にすることなく出来るようになった。 

（４）今後に向けて 

・施設（黒ボク土）におけるカットブレーカーminiの施工効果が確認された。 

・特に施設では有機物（稲ワラ）の分解が早まり、マルチ下の土壌が締まる傾向にある。今後は十

分な有機物施用との組合せにより腐植を高め、土壌膨軟化の維持に努める必要がある。  

    

       
    

   

          
         

 

  

  

  

  

                    

 
 
  
 
 

 

  

  

  

  

                    

 
 
  
 
 

                      
          
                              
           

図１ セルリーの根 

(左)硬い層が形成され 30㎝以深に根が伸びていない 

(右)50㎝以深まで根が拡大して伸びている 

図２ ハウス天井からの雨水落下による  

   土壌の締まり（施設特有の留意点） 

柔 硬
局所的に
  ㎝以深が硬い

 考察 ハウス天井
に  ールを  た
際、水が まり、局
所的に落下した 果、
土が締まった




